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論文内容の要旨 
学位申請者は、HBV 再活性化対策における新たな医療安全策を構築・運用し、その有用性を示した。また、抗がん剤
多剤併用療法を考慮した新規のデータベース解析方法を考案し、HBV 再活性化と各種抗がん剤の関連性の可能性を明ら
かにした。さらに、近年の新規抗がん剤の開発により、腫瘍崩壊症候群のリスクが上昇しているという仮説を立て、先
に検討したデータベース解析方法を用いることで、ボルテゾミブが多発性骨髄腫における腫瘍崩壊症候群発症リスクを
上昇させる可能性を明らかにした。 
 
論文審査の結果の要旨 
主査および副査は学位申請者に対し、学位論文の内容についての口頭試問を行い、さらに公開による最終審査発表会
を行い学位論文について試験を行った。口頭試問においては、臨床現場における HBV 再活性化対策の体制や医療データ
ベースを活用した薬剤疫学研究結果の利活用に関する質疑に対し、適切に回答した。また、最終審査発表会において
も、主査および副査の与えた課題に対して十分な回答を行った。 
本論文は、HBV 再活性化の医療安全対策ならびに抗がん剤を対象にした薬剤疫学研究における重要な知見を有してお
り、当該分野ならびに今後の医療薬学の発展に寄与するものと考える。 
以上の点から、最終試験担当者の 5名は、学位申請者に対し博士（薬学）の学位を授与するに値するものと判断し
た。 
 
